
先輩職員インタビュー １

Q１帯広市の暮らしやすさ・魅力

Q２おすすめエリア・お店

Q３休日の過ごし方・趣味

帯広市は道路が広く道が分かりやすいので、どこへでも出掛
けやすいです。中心部に行くと、魅力的な飲食店が立ち並び、
街から外れると公園も多く自然を身近に感じることができま
す。食べ物が美味しくて、空気もおいしいため、暮らしやす
さが抜群だと思っています。

街の中心部にある「テング道場」がおすすめです。特に、
キャベツが多めの餃子やミノポンが私の好みで、いつも頼ん
でしまいます。
また、北の屋台にある「さん太」や緑ヶ丘公園の近くにある
「あぶり屋勉三」の料理も大好きでよく行きます。夜ご飯の
お店に迷うことがあれば、ぜひ、選択肢に入れて欲しいで
す！

好きなバンドのライブを見に行ったり、道外へ旅行したり、
札幌へショッピングしに出掛けたり、定期的にワクワクする
予定をつくるようにしています。
日常的には、お笑いが好きなので、芸人さんのラジオを聴き
ながら散歩したり、М-１の時期は予選を見漁って休日を過
ごしています。

事務職

Q１所属部署の主な業務内容

Q２一番印象に残っている出来事

Q３帯広市で働くことの魅力

資産税課は、帯広市に所在している土地、家屋、償却資産に
係る固定資産税の賦課業務を行う部署です。私は土地係に所
属しており、現在は、道路に付設されている路線価を設定す
る業務を担当しています。基幹税目である固定資産税を評価
する立場として、日々、やりがいと責任を感じながら業務に
取り組んでいます。

固定資産税課税事務の短期派遣研修に参加したことです。全
国の市町村で同じ業務に従事している職員が集まる研修で、
業務内容や土地の評価方法について意見交換を行いました。
普段関わることのない方々と交流ができ、今後の業務の参考
となる話を聞けて、とても貴重な経験ができました。

色々な角度から自分の好きなまちの行政に携わることができ
る点です。今は、現在の部署での経験しかありませんが、他
の部署はどのような形で帯広市と関わっていくことができる
のか楽しみです。また、福利厚生が充実しており、有給休暇
が取得しやすいので、自分の日々の生活も大切にしながら働
くことができる点も魅力だと思います。
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1999年生まれ、帯広市出身。
週末に美味しいものを探して、食べに出掛
けるのが一週間の楽しみ。
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